
 

 

 

 

春日南中学校の授業づくり 

令和５年度後期に向けて 

 

＜どのように学ぶか＞ 

 

 



 

＜主体的な学びとは？＞ 

 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持っ

て粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる・・ 

 

 

 

 

１：生徒は、授業に関心を持っているか 

２：生徒は、学習のめあてを理解し、学習の見通しを持っているか。 

３：生徒は、めあての達成に向けて、自己の考えを持ち、課題解決しようとしているか。 

４：生徒は、課題を解決することができているか 

５：生徒は、自己の伸びを実感し、学習意欲を連続発展しているか 

 

 

 

 

１：教師は、導入段階で、学習への意欲付けを行っているか 

２：教師は、めあてをつくる工夫や学習の見通しを示しているか 

３：教師は、個別思考の場、集団思考の場を工夫しており、根拠ある自分の考えを作らせ、集団思考を通して自

己の考えを強化させているか 

４：教師は、学習の振り返りの場を位置付けているか 

５：教師は、生徒に学習からの自己の伸びを実感させているか。 

 

 

 

 

教師の指導方法（手だて）の有効性の検証 

 

 

 

教師に求められる授業を創る眼 

教師に求められる授業を創る眼 １ 

深い学び

対話的主体的



＜対話的な学びとは？＞ 

 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手がかりに考えることなどを通

して、自己の考えを広げ深める学び・・・ 

 

 

 

１：生徒は、対話の目的を共有しているか 

２：生徒は、「学習モデル」や「学習ツール」を有効の活用できているか 

３：あまり発言しない生徒も傾聴して参画できているか 

４：「でも」「だって」「～君」「～さん」等のつなぎ言葉や対話する生徒の名前がでているか 

５：生徒は、根拠ある自分の考えをつくることができているか 

 

  

 

 

１：教師は、対話の目的や方法を周知させているか（「学習モデル」の確立） 

２：教師は、対話を深めさせる「学習ツール」を工夫して、対話的な学びの充実につなげているか 

 （イメージマップ・レーダーチャート・ホワイトボード・付箋紙・カード・ＩＣＴ活用等） 

３：教師は、学習形態の工夫をしているか 

４：教師は、学びの対立軸を作る等の学習問題の工夫をしているか 

５：教師は、生徒の考えに対して適切な評価ができているか 

  （表現方法のよさ、表現内容のよさ等） 

 

  

 

 教師の指導方法（手だて）の有効性の検証 

            自己内対話の工夫の検証 

＜深い学びとは？＞ 

① 習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた『見方・考え方』を働か

せながら、②知識を相互に関連付けてより深く理解したり、③情報を精査して考えを形成した

り、④問題を見いだして解決策を考えたり、⑤思いや考えを基に創造したりすることに向かう

学び・・・ 

 

 

 

 

①  各教科に共通する事項 

② ～⑤ 各教科で重点化する事項 

 

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」（中教審答申別紙１）を重視し、 

それを働かせることで「深い学び」が実現 
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◆「見方」・・教科で身につける知識・技能等を統合及び包括する「概念」 

◆「考え方」・・各教科での認識や思考、表現のための「方法」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：教科等ごとに「深い学び」に求める姿は異なり、それぞれの教科等の目標の実現の方向で描かれている 

２：１単位時間ではなく、問題解決や課題解決といった一連の学習過程の中で実現を目指すものである 

３：思考、判断、表現を通した学びであること                    （澤井陽介氏） 

教師に求められる授業を創る眼 3 

 ３ 
「深い学び」は、授業改善の視点であり、固定的な方法や型にとどめず、生徒たちの思考、判断、表現を軸に

して授業が改善されているか・・ 

生徒の思考、判断、表現が生まれる学習問題があるか・・ 

授業者が「自分の今の授業よりも深い」と自評できる授業であるか・・ 

◆新学習指導要領は、単元や題材のまとまりを強調していること 

◆単元や題材のまとまりのなかで、どこに主体的、対話的、深い学びを設けるのかを吟味すること 

◆「主体的・対話的で深い学び」の前提は、基礎・基本の確実な習得であること 

＜１時間の授業でこれだけは実践しましょう＞ 

１：「めあて」を教師と生徒が共有しましょう。 

２：「学習の見通し」を示しましょう（学習内容・学習方法の見通し） 

３：対話的活動にチャレンジしましょう（学習問題と学習形態の工夫） 

  ※ステーション授業（Ｓ 授業）の日常的な実践 

４：１時間の振り返りを必ず実践しましょう 

 ・教師による振り返り ・生徒による振り返り ・Ｓ授業の振り返り 

 これまでのあたりまえの授業を、当たり前に実践すること。 

このあたりまえの授業への果敢なチャレンジを！ 

    翼を与えるメッセージを生徒に伝え 

       できないことを、できるようにするのが教師の使命！ 



 

 

 

「教えない授業を創る」（西留安雄/著）から引用 

生きる力とは？ 

①自分を客観的に見る力（メタ認知） ②自分の課題を解決する力（課題解決力） 

③異なる背景を持つ人と対話出来る力（多様性） ④世界との競争に参加できる力（グローバル化） 

 

○変わらない教師の姿勢 

 「挙手・指名・発表」の手法で教師に向かって一部の子どもだけが話す旧態依然とした授業形態では、「根拠を持

って話す」「相手への確かな説明をする」等、「対話的な学び」や「協働的な学び」にはほど遠い。 

  ↓ 

これからの学校は「子どもの自立を促す学校」と捉えることが必要である 

  ↓ 

任せる、認める、考えさせる授業の重視 

 

○授業の禁じ手20 

 

禁じ手 改善策 

①教師が自らめあてを設定している 

 

・気づいたことを発表させる ・子どもの発言をつなぐ 

・予想とのずれを意図的に作り課題設定につなぐ 

②本時の課題が教科の目標だけの

標記になっている（指導案） 

・教科目標だけでなく、「交流・考察」の部分も目標に入れる 

・2段書きの目標にする（教科目標と交流・考察の目標） 

③めあて提示に時間がかかる ・授業マネジメントを見直す 

・導入はスピード感もって実施 

④教師が解き方の方向性を示してし

まう 

・解き方は子どもに考えさせる 

・解き方やスモールステップ型の説明は慎む 

・教えるから見守る指導に変える 

⑤見通しを全員がもてない ・自力解決が困難な子どもには答えを示して解き方の方法を見つけさせる 

・全員が大きな見通しを持っているかを確認する 

・わからない子はわかる子から学ばせる 

⑥自力解決の時間が短い ・考える時間の確保 ・解けた子どもには違う解き方を考えさせる 

・絵、図、言葉で自力解決させる ・根拠をもとに考えさせる 

⑦ペア、グループ学習がない ・座りっぱなしにさせない 

・ペア学習は「認めながらアドバイス」する 

・班学習では役割を明確化させる 

⑧グループ等で話す、書く等のルー

ルがない 

・メモをとる ・質問する ・要約して伝える 

・子どもの意見を教師は一つ一つ拾わない 

⑨一問一答で進める ・対話のスキルを身につけさせる 

・教師は多弁にならない 

⑩肝心な場面がスモールステップ

になっている 

・子どもの話合いを見守る 

・話合い後に教師の修正を入れる 

⑪教師が司会者（つなぎ役）になっ

ている 

・子ども自身が話合いをする 

・教師は板書に徹する 

・明らかに違う方向へ進む場合は教師が修正する 

⑫教師が用意した「正解」を当てる 

 

 

 

・子ども同士で意見や考えをつなぐ 

・誤答や意見を巧みに取り上げる 

・子どもの考えを教科書や資料につなげ教科目標に迫る 
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 ３ 



禁じ手 改善策 

⑬発表の羅列で終わる 

 

・羅列的な発表はさせない 

・いくつかのグループの意見を発表させ、自分たちの考えの違いを考えさ

せる 

・教師は黒板に子どもの考えを整理させる 

⑭考察がない ・教えて考えさせる授業実践 

・「比較・焦点化・類推・分類・補足・理由・根拠・変容」等を項目立てて考察

させる 

⑮「わかりますか」「いいです」で終

わらせる 

・「わかりますか」「いいです」の対話はしない 

・「他にもあります」「付け加えます」等の言語を使わせる 

⑯教師が多弁である ・教師は1時間内で2～3割しか話さない事を目指す 

・指示や説明を徹底的に減らす 

・教師の教える指導から子どもに授業進行を担わせる 

⑰まとめを教師がしてしまう ・「何がわかったか」「もっと知りたいこと」「友達から学んだこと」の３視点

でまとめる 

・自分の考えの変容を書く 

・生徒が自分の言葉でまとめる 

⑱振り返りの字間がない ・振り返りを毎時間書くことを位置づける 

・授業のマネジメントに心がける 

⑲タイムオーバーの授業である ・課題提示（５分）―問いをもつ（２分）―問いの共有（２分） 

―自力解決（５～１０分）―集団解決（１５～２０分）―価値の共有（５分

～１０分）―振り返り（３分） 

⑳本気で生徒に任せていない ・教師が一人で授業をしない 

 

○夜明け前の授業 

 

①授業の見える化が出来ているか？ 

＜解決のポイント＞ 

・学習内容の見通し、学習方法の見通しを黒板やタブレット上に掲示して可視化の工夫を！ 

②教師が一人で授業を一人で仕切っていないか？ 

＜解決のポイント＞ 

・生徒が受け身の授業から生徒が主体の授業への転換 

・ＳＴ（スモールティーチャー）の位置づけ→教える生徒の発掘 

③一部の生徒と教師との対話で授業を進めていないか？ 

＜解決のポイント＞ 

・生徒全員が自分の考えをもって交流する工夫 

・タブレット活用で生徒間の考えの可視かを→ジャムボードの活用 

④生徒がアクティブに動いているか？ 

＜解決のポイント＞ 

・自力解決できなければ仲間に聞く、教える。教室内を自由に動き、タブレットをもって交流する。 

・アクティブな場面設定 

⑤生徒はノートに自分の考えをしっかり書いているか？ 

＜解決のポイント＞・板書を写すから自分の考えを書くノートへの転換 

⑥教科内容のキーワードが飛び交う授業となっているか？ 

＜解決のポイント＞・本時解決に向けた「キーワード」を示す→教師のフレームワーク力の向上を！ 

⑦めあてや学習課題、まとめの一貫性があるか？ 

＜解決のポイント＞・まとめから作る授業設計を！ 

 



⑧学びに一定の「型」があるか？ 

＜解決のポイント＞ 

・「めあてを引き出す発問（生徒に疑問と違和感をもたせる）」ー「めあてにつなげる」―「学習の見通しの掲示

（学習内容の見通し、学習方法の見通し）」―「個別思考の場」―「集団思考の場」―「確認の場」―「まとめ、振り 

返り」→主体的な学ぶ態度の評価こそ「振り返り」での自己調整が評価の材料となる 

⑨学習指導案の作成に時間をかけすぎていないか？ 

＜解決のポイント＞ 

・７割程度の力で作成を 

・その都度改善、修正を行っていく 

⑩教師だけの研究協議会になっていないか？ 

＜解決のポイント＞ 

・生徒全員が自分の考えをもって交流する工夫 

・タブレット活用で生徒間の考えの可視かを→ジャムボードの活用 

⑪授業が社会生活とつながっていないか？ 

＜解決のポイント＞ 

・生活集団、学習集団の質の向上を→わからないことを仲間に自由に質問できる環境、集団づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


